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議
会
改
革
の
一
つ
に
議
会
の
透

明
性
確
保
が
重
要
な
課
題
で
す
。

情
報
の
全
面
的
開
示
こ
そ
課
題
解

決
の
一
助
と
考
え
、
議
会
広
報
の

持
つ
意
義
と
役
割
の
大
き
さ
を
認

識
し
強
い
責
任
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　
新
し
い
体
制
で
、
新
し
い
気
持

ち
を
乗
せ
て
、
議
会
だ
よ
り
を
お

届
け
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

抱
負

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　委
員
長

　小

　谷

　博

　徳

編集会議

7月3日視察

編
集
方
針

１
．
常
に
町
民
目
線
に
立
っ
た
意

　
　
識
を
持
ち
続
け
た
編
集

２
．
議
会
情
報
の
透
明
性
を
高
め

　
　
公
開
度
を
上
げ
る

３
．
行
政
用
語
は
誰
に
も
分
か
り

　
　
や
す
い
表
現
と
す
る

４
．
記
事
は
公
正
さ
を
保
ち
、
客

　
　
観
的
視
点
で
構
成

５
．
何
よ
り
町
民
に
読
ま
れ
親
し

　
　
ま
れ
る
議
会
広
報

　
議
会
広
報
調
査
特
別

委
員
会
で
は
、
委
員
会

活
動
活
性
化
の
一
環
と

し
て
、
議
会
広
報
紙
先

進
町
で
あ
る
大
山
町
と

北
栄
町
を
視
察
研
修
し

ま
し
た
。

　
北
栄
町
議
会
の
広
報

広
聴
常
任
委
員
会
は
、

平
成
21
年
14
号
が
、
全

国
町
村
議
会
広
報
紙
コ

ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
日

本
一
と
な
っ
た
、
広
報

紙
づ
く
り
が
行
わ
れ
て

い
る
委
員
会
で
す
。

　
大
山
町
議
会
の
広
報

委
員
会
は
、
平
成
21
年

16
号
が
、
鳥
取
県
町
村

議
会
コ
ン
ク
ー
ル
に
お

い
て
鳥
取
県
一
に
輝

き
、
や
る
気
満
々
意
識

の
高
い
広
報
委
員
会
で

し
た
。

　
両
町
と
も
議
長
始
め
委
員
の
皆

さ
ん
に
懇
切
な
対
応
い
た
だ
き
、

レ
ベ
ル
の
高
い
研
修
が
で
き
ま
し

た
。

研
修
し
て
感
じ
た
こ
と

１
．
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
紙
面

　
　
構
成
、
編
集
作
業

２
．
特
集
記
事
を
取
り
入
れ
た
紙

　
　
面
構
成
と
取
材
活
動

３
．
目
に
飛
び
込
む
見
出
し

　
　
大
き
な
写
真

　
　
図
形
の
多
用

　
　
文
字
で
埋
め
な
い
工
夫

４
．
情
熱
と
高
い
レ
ベ
ル
を
目
指

　
　
す
委
員
会

５
．
議
会
広
報
と
い
え
ど
も
、　

　
　
ニ
ュ
ー
ス
性
を
重
視
し
た
、

　
　
よ
り
早
い
発
行

　
研
修
の
成
果
を
本
町
議
会
広
報

紙
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
入

れ
、
読
み
や
す
く
、
親
し
み
や
す

い
広
報
紙
づ
く
り
に
生
か
し
ま

す
。

組
織

∧
編
集
・
発
行
責
任
者
∨

　
議
　
　
長
　
佐
々
木
秀
明

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
委  

員  

長
　
小
谷
　
博
徳

　
副
委
員
長
　
安
達
　
幸
博

　
委
　
　
員
　
佐
々
木
　
求

　
委
　
　
員
　
松
原
　
直
人

　
委
　
　
員
　
松
本
　
利
秋

大山町

北栄町

親しまれる広報紙づくり

あ
と
が
き

あ
と
が
き

あ
と
が
き

　
３
月
11
日
、
未
曾
有
の
東
日

本
大
震
災
、
４
月
24
日
の
統
一

地
方
選
挙
、
本
町
議
会
に
も
２

人
の
新
人
議
員
を
迎
え
新
し
い

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
町
民
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
、

読
ん
で
い
た
だ
け
る
「
議
会
だ

よ
り
」
づ
く
り
に
む
け
て
、
紙

面
の
カ
ラ
ー
化
と
、
町
民
の
視

点
に
た
っ
た
編
集
を
心
が
け
ま

し
た
。

　
変
革
と
草
創
の
ス
タ
ー
ト
は
、

や
や
も
す
る
と
過
去
の
し
が
ら

み
や
予
算
の
範
囲
な
ど
壁
は
厚

い
で
す
が
、
気
持
ち
は
熱
く
編

集
の
基
礎
基
本
に
ブ
レ
ル
こ
と

な
く
期
待
に
応
え
る
よ
う
が
ん

ば
り
ま
す
。

　
　
　

　
　
　
　小
谷

　博
徳
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　　　　お聞かせ下さい。

No. 90
平成23年８月発行
発行／日野町議会

議会新体制・6月定例会

常任委員会活動報告

一般質問（6人）

…………… p2～5

…………… p6～9

……… p10～15

主な内容主な内容
議会新体制・6月定例会

常任委員会活動報告

一般質問（6人）

…………… p2～5

…………… p6～9

……… p10～15保・小・中一貫教育がスタート
根雨小学校5年生とひのっこ保育所園児（年長組）
との交流授業

○
見
出
し
は
大
き
く

　
　
　○
写
真
も
大
き
く

　
　
　
　
　
　○
文
章
は
簡
潔
明
瞭



（２）（３）

　
５
月
に
開
か
れ
ま
し
た
初
議

会
に
お
い
て
、
再
度
議
長
に
就

任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
あ
ら
た
め
て
、
皆
様
方
に
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
国
の
政
治
は
地
方
分
権
か
ら

地
域
主
権
の
時
代
へ
と
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
が
、
自
治
体
の
担

う
役
割
と
責
任
は
ま
す
ま
す
増

大
し
、
自
己
決
定
・
自
己
責
任

が
大
き
く
問
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
状
況
の
下
で
、
私

た
ち
議
員
、
そ
し
て
議
会
は
住

民
代
表
と
し
て
執
行
機
関
の
批

判
・
監
視
並
び
に
条
例
の
立
案

及
び
団
体
意
思
決
定
の
議
決
を

行
う
こ
と
で
の
責
任
は
一
層
重

大
と
な
っ
て
き
て
い
る
と
考
え

ま
す
。

　
住
民
の
意
志
を
代
表
す
る
議

会
と
し
て
、
十
分
に
議
論
を
深

め
な
が
ら
、
そ
の
使
命
と
責
任

を
果
た
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
去
る
３
月
11
日
に
起
き
ま
し

た
、
東
日
本
大
震
災
は
、
大
津

波
の
発
生
と
原
子
力
発
電
所
の

放
射
能
漏
れ
の
大
事
故
を
引
き

起
こ
し
ま
し
た
。

　
い
ま
だ
に
放
射
性
物
質
に
よ

る
被
害
は
拡
大
す
る
ば
か
り
で

あ
り
、
収
束
の
方
向
が
見
え
て

き
ま
せ
ん
。

　
今
日
も
な
お
、
多
く
の
方
々

が
故
郷
を
離
れ
て
の
避
難
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
ら
れ
ま

す
。

　
こ
こ
に
改
め
て
被
災
さ
れ
た

方
々
に
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

皆
様
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、

一
日
も
早
い
復
旧
、
復
興
を
願

う
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
度
の
大
震
災

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
生
き

る
私
た
ち
の
絆
の
あ
り
方
や
、

日
本
の
国
の
あ
り
方
を
考
え
さ

せ
る
大
き
な
出
来
事
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　
今
を
生
き
る
者
と
し
て
、
何

を
求
め
て
生
活
し
て
い
く
の
か

多
く
の
問
い
か
け
が
あ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　
「
が
ん
ば
ろ
う
日
本
」
の
言

葉
に
込
め
ら
れ
た
精
神
に
思
い

を
寄
せ
、
「
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
」
地
域
づ
く
り
と
は

何
か
、
心
新
た
に
議
会
が
一
丸

と
な
っ
て
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協
力
の

程
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
安
達
　
幸
博

　
議
会
運
営
委
員
会
は
、
次
に
掲

げ
る
事
項
に
関
す
る
調
査
及
び
審

査
を
行
い
ま
す
。      

一
、
議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項

二
、
議
会
の
会
議
規
則
、
委
員
会

　
　
に
関
す
る
条
例
等
の
事
項

三
、
議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
項

　
な
ど
議
会
を
円
滑
に
し
か
も
効

率
的
に
運
営
す
る
た
め
の
委
員
会

で
す
。

　
議
会
改
革
に
つ
い
て
三
つ
の

テ
ー
マ
で
議
論
を
重
ね
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
、
自
立
し
た
議
会

　
政
策
立
案
機
能
の
充
実
、
議
員

研
修
の
充
実
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

日
野
町
議
会
議
長
　
佐
々
木
　
秀
明

日
野
町
議
会
議
長
　
佐
々
木
　
秀
明

二
、
議
会
の
透
明
化
・
Ｉ
Ｔ
化 

  

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
、

一
般
質
問
の
模
様
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
生
中
継
及
び
録
画
中

継
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

三
、
身
近
な
議
会
へ
の
議
会
改
革

　
地
域
に
出
か
け
る
議
会
活
動
と

し
て
、
議
会
報
告
会
並
び
に
広
聴

会
等
を
開
催
す
る
。

  

以
上
の
事
を
委
員
会
で
検
討
し

出
来
る
こ
と
か
ら
順
次
実
施
で
き

る
よ
う
に
積
極
的
に
活
動
を
行
い

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会

竹永　明文（6期） 中原　　明（5期） 佐々木　求（5期）

安達　幸博（4期） 小谷　博徳（3期）

松原　直人（2期） 松本　利秋（2期） 梅林　智子（1期） 中原　信男（1期）

臨時会
平成23年5月23日 体制決まる

チェックと
政策提言

日
野
町
議
会   

議
長 

佐
々
木
秀
明
　
副
議
長 

小
谷
博
徳

議会運営委員会
　◎安達幸博　○竹永明文　中原　明　松本利秋　小谷博徳

　総務経済常任委員会
　◎中原　明　○佐々木求　安達幸博　中原信男　佐々木秀明

　教育民生常任委員会
　◎松本利秋　○松原直人　竹永明文　梅林智子　小谷博徳

　日野町江府町日南町衛生施設組合議会
　中原　明（議長） 安達幸博　松原直人（監査委員）
　日野病院組合議会
　佐々木秀明（議長）小谷博徳（副議長）竹永明文　佐々木求　松本利秋

　鳥取県西部広域行政管理組合議会
　鳥取県後期高齢者医療広域連合議会
　佐々木秀明

日野町監査委員
　中原信男

日野町消防委員
　安達幸博　梅林智子　中原信男

常
任
委
員
会

　日
野
町
選
出
議
員

一
部
事
務
組
合
議
会

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

抱負

議会運営委員会

◎印は委員長　○印は副委員長

一部事務組合の役
職はそれぞれの臨
時会で選出  

日野町教育委員会委員の任命
　黒坂　鳥居敏子（再任）
　根雨　緒形尚子（再任）
全議員同意しました。（任期4年）

佐々木秀明（7期）
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議員年金廃止

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た

納
税
者
に
対
し
て
、
住
民
税
、
固

定
資
産
税
、
住
宅
借
入
金
等
特
別

税
控
除
が
で
き
る
条
例
で
す
。

■
　
被
災
地
か
ら
日
野
町
へ
転
入

し
た
人
は
い
ま
す
か
。

○
　
一
人
い
ま
す
。

　
補
助
金
の
活
用
で
雇
用
の
確
保
と
農

業
振
興
を
進
め
て
き
た
が
補
助
金
も
本

年
が
最
終
年
度
で
あ
る
。
次
年
度
か
ら

は
従
来
の
体
制
に
も
ど
し
、
活
動
す
る

の
か
の
質
問
等
が
あ
り
、

 
 

総
務
経
済
常
任
委
員
会
で
調
査
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　地方議会議員年金制度（在職12年以上の議員に資格給付）を廃止す
る改正地方公務員等共済組合法が５月20日に成立しましたので、同制
度は平成23年６月１日に廃止されました。市町村合併で議員数が激減
するなどで積立金が枯渇し、年金財政が著しく悪化したためです。

議員年金廃止

日
野
町
税
条
例
一
部
改
正

日
野
町
税
条
例
一
部
改
正

　
議
員
年
金
制
度
の
廃
止
に
伴
う

負
担
金
１
６
４
７
万
９
千
円
を
財

政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し
て
支
出
。

■
　
な
ぜ
町
が
負
担
す
る
の
か

○
　
制
度
廃
止
に
伴
い
議
員
の
掛

け
金
が
無
く
な
っ
た
為
。
　

■
　
何
年
間
負
担
す
る
の
か
、
総

額
い
く
ら
ぐ
ら
い
に
な
る
か

○
　
約
５
年
間
は
、
本
年
と
同
額

程
度
の
負
担
が
あ
る
。

■
　
支
出
し
た
金
額
は
、
国
か
ら

補
填
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、い

つ
国
か
ら
歳
入
が
あ
る
か
？

○
　
交
付
税
で
同
額
の
金
額
が
入

る
予
定
に
な
っ
て
い
る
が
、
月
日

は
確
認
し
て
い
な
い
。

  

従
っ
て
一
時
立
て
替
え
は
す
る

が
、町
か
ら
の
持
ち
出
し
は
な
い
。

年
金
制
度
廃
止
に
伴
う
支
出

年
金
制
度
廃
止
に
伴
う
支
出

6 月 定 例 会6 月 定 例 会
1,664万7千円を追加
一般会計補正予算

財源は財政調整基金（預金）１,６４７万９千円を取り崩す
　　　鳥取県から　　　　　　　１６万８千円
　　（予備費から財源振替で　３１５万９千円を充当）
　　（予備費は５００万円から１８４万１千円となる）

簡易水道特別会計補正予算
　　　　　　　一般会計から ４３万２千円と
　　　　　　　保険収入    １７７万６千円の収入
　■　保険収入は何か
　○　黒坂の給水設備が落雷のため、１７７万７千円の修繕費
　　　が必要となった。主に保険金収入でまかなう。

農
林
振
興
公
社

平成22年度決算報告
  事業活動収入　     2,726万8,718円
  事業活動支出　     2,365万9,046円
  当期収支差額          360万9,672円
  次期繰越収支差額  1,771万2,938円

総務経済常任委
員会

詳細は6ページ
へ集中審議！集中審議！

問答問 問答

問
答

答

　
６
月
定
例
会
は
、
６
月
13
日
か
ら
17
日
ま
で
の
５
日
間
の
日

程
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

  
条
例
改
正
１
件
、
補
正
予
算
２
件
、
議
員
提
案
1
件
（
議
会

広
報
調
査
特
別
委
員
会
設
置
）
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
22
年
度
繰
越
明
許
費
計
算
書
、
奥
日
野
土
地
開

発
公
社
、
平
成
22
年
度
事
業
及
び
収
入
支
出
決
算
、
平
成
23
年

度
収
入
支
出
予
算
、
平
成
22
年
度
財
団
法
人
日
野
町
農
林
振
興

公
社
事
業
及
び
収
入
支
出
決
算
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

  

一
般
質
問
は
、
６
人
が
町
政
の
問
題
点
を
た
だ
し
ま
し
た
。

問答

防災備蓄品（日野町）

東日本大震災被災地（宮城県女川町）

東日本大震災支援

土砂災害ハザードマップ
   　　作成費　　11万５千円

職員を震災地に派遣費用
　　１１１万４千円
災害用備蓄物資他
　　　８２万５千円

■　どのような資料になるのか
○　県からのデーターをもとに自
　　治会単位で作成

道路測量設計等依託料
　　　　　31万５千円

小中学校　教職員用
　　パソコン購入費
　　　44万３千円

新たに町道となった安原
から下榎（山手側）の道路
台帳整備を行う為

議会費
　　　1,647万9千円
議員共済会負担金

問
答

６月定例会いずれの議案も全議員賛成で可決しました

本会議
全員協議会
各常任委員会の
質疑を含む



（６）（７）

　
平
成
22
年
度
事
業
実
績
、
決
算

報
告
を
、
柴
田
産
業
振
興
課
長
、 

矢
田
貝
係
長
、
川
口
日
野
町
農
林

振
興
公
社
事
務
局
長
か
ら
受
け
ま

し
た
。

　
事
業
実
績
の
農
作
業
受
託
事
業

は
、
田
植
え
作
業
79
㌃
、
刈
り
取

り
作
業
51
㌃
増
に
な
っ
て
い
る

が
、
全
体
的
に
は
微
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
転
作
等
受
託
事
業
に
つ
い
て

は
、
そ
ば
作
業
は
、
５
８
０
㌃
の

増
に
な
っ
た
が
、
イ
ノ
シ
シ
被
害

に
あ
い
、
生
産
は
５
２
０
８
㌔
㌘

の
減
と
な
り
ま
し
た
。
高
齢
化
耕

作
放
棄
地
防
止
対
策
事
業
は
、
利

用
権
設
定
が
８
戸
、
１
９
９
㌃
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

　
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業
に
よ

る
雇
用
職
員
３
人
に
よ
り
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
等
野
菜
栽
培
、
農
業
機
械

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
確
保
が
で
き
ま

し
た
。

　高齢化が進み遊休放棄農地の増加が予測され、農地
保全、地場産業振興の推進等、農林振興公社の果たす
役割が重要視されており、現状と今後の運営につい
て、7月13日、日野町農林振興公社と意見交換会を行
いました。

総務経済常任委員会
報　告

総務経済常任委員会
報　告

　
収
支
計
算
は
、
受
託
事
業
収
入

は
予
算
額
に
近
い
決
算
額
で
あ
る

が
、
そ
ば
等
事
業
収
入
は
、
イ
ノ

シ
シ
被
害
、
野
菜
等
は
天
候
不
順

に
よ
り
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
雇

用
再
生
事
業
に
よ
る
雇
用
賃
金
５

１
３
万
２
４
０
０
円
の
収
入
が
あ

り
、
当
期
収
支
差
額
は
、
３
６
０

万
９
６
７
２
円
の
黒
字
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
報
告
を
受
け
、
現

状
と
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。

高
齢
化
に
対
応

　
　農
林
公
社
の
役
割
は
重
要

当
期
収
支
差
額
は
黒
字雇

用
継
続
が
必
要

　
高
齢
化
率
40
㌫
と
な
り
、
現
在

の
農
業
を
支
え
て
い
る
大
半
は
、

70
歳
代
で
あ
り
、５
年
後
以
降
は
、

高
齢
者
の
耕
作
放
棄
地
が
大
幅
に

増
加
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

 

ほ
場
整
備
さ
れ
た
水
田
に
心
痛

む
思
い
で
あ
る
。

　
農
作
業
受
託
は
、
全
体
的
に
は

増
加
し
て
い
る
が
、
担
い
手
の
方

が
事
業
展
開
を
進
め
、
優
良
田
を

受
託
さ
れ
て
い
る
。
地
域
農
地
保

全
の
た
め
に
効
率
の
悪
い
水
田
を

受
託
す
る
、
農
林
振
興
公
社
の
役

割
は
多
大
で
あ
る
。

　
雇
用
再
生
基
金
事
業
に
よ
る
雇

用
３
人
が
あ
り
、
事
業
展
開
で
き

た
が
、
平
成
24
年
度
以
降
、
再
雇

用
で
き
る
か
が
大
き
な
課
題
で
あ

る
。

　
今
後
、
利
用
権
設
定
に
よ
る
、

地
域
農
地
保
全
に
努
め
、
水
田
、

そ
ば
、
ネ
ギ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

等
の
複
合
経
営
を
図
る
推
進
役
と

し
て
、
農
林
振
興
公
社
の
役
割
が

極
め
て
重
要
視
さ
れ
る
。

　
委
員
会
で
の
話
し
合
い
で
は
、

次
の
よ
う
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

・
現
状
を
維
持
し
な
が
ら
模
索
す

る
段
階
で
は
な
く
、
本
町
の
産

業
と
し
て
の
将
来
像
を
描
き
立

案
し
て
、
平
成
24
年
に
は
、
事

業
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

・
行
政
支
援
に
よ
る
雇
用
継
続
が

必
要
で
す
。

・
生
産
か
ら
販
売
ま
で
を
視
野
に

入
れ
、
取
り
組
む
べ
き
で
は
な

い
の
か
。

・
農
林
振
興
公
社
設
立
か
ら
、
13

年
経
過
し
、
現
状
と
合
致
し
な

い
面
が
あ
り
、
定
款
、
組
織
の

見
直
し
が
必
要
で
す
。

・
理
事
長
は
、
町
長
で
は
な
く
、

実
働
で
き
る
人
を
選
出
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

・
事
務
局
に
強
い
権
限
と
指
導
力

を
持
た
せ
る
た
め
、
専
務
理
事

制
度
等
検
討
さ
れ
た
い
。

委
員
会
で
は
、
審
議
し
た
内
容
を

農
林
振
興
公
社
理
事
長
、
町
長
に

提
言
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

耕作放棄地
大幅増加

　執
行
機
関
の
行
財
政
運
営
が
適
正
、
公
平
、
効
率
的
に
執
行
さ

れ
て
い
る
か
、
施
策
の
評
価
、
行
政
活
動
の
点
検
を
積
極
的
に
進

め
、
政
策
提
案
能
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　本
町
の
あ
る
べ
き
姿
を
求
め
、
産
業
振
興
の
礎
と
な
る
よ
う
、

農
業
委
員
会
、
農
林
振
興
公
社
、
農
協
、
森
林
組
合
、
商
工
会
、

日
野
総
合
事
務
所
等
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

　地
域
社
会
の
活
力
あ
る
発
展
を
目
指
し
て
、
委
員
会
の
透
明
性

を
さ
ら
に
進
め
、
住
民
と
の
相
互
理
解
を
深
め
、
そ
の
実
現
に
努

力
し
ま
す
。

　毎
月
委
員
会
を
開
催
し
、
清
新
で
活
発
な
委
員
会
活
動
を
展
開

し
ま
す
。

総
務
経
済
常
任
委
員
会

　
　
　委
員
長

　中
　
原
　
　
　
明

抱 

負

ほ場管理に出発

荒廃農地を再生し、ネギを栽培

草刈をして農道を管理




